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 [授業の概要・目的]
地球・惑星を構成する物質の基本的物性について理解し，その形成プロセスの基礎を学ぶ。宇宙空
間に存在する固体物質において、その物性が現れる最小基本単位である鉱物の物理・化学的なふる
まい、とくに主要な造岩鉱物の性質や物性、相平衡、相変化について学習する。鉱物の集合体は岩
石である．地球型惑星の固体圏は多様な岩石で構成されており，その多様性は45億年に及ぶ地球の
営みの中で生じた様々な変動の帰結である。本授業では、地殻とマントルを構成する主要な火成岩
の性質や産状を概観し、それらの形成プロセスの基礎を学ぶ。さらに、岩石の組織観察や化学組成
情報を用いて、固体圏の変動現象を解明する手法を理解する。

 [到達目標]
地球をはじめとする固体惑星を構成する固体物質に関する基礎知識を得るとともに、それらが形成
されるプロセスの基礎ついて理解する。

 [授業計画と内容]
１．地球惑星をつくる物質（自然界の階層性と太陽系元素存在度）（１回）
（土`山）
２．結晶としての鉱物（結晶学の基礎、固体物性の基礎）（２回）（土`山）
３．地球惑星物質の安定性（熱力学の基礎:一成分系、多成分系、相図）（３回）（土`山）
４．地球惑星物質の生成・分化プロセス（相変化と地球惑星物質の生成プロセス）（１回）（土`
山）
５．地球惑星物質の組織と性質（鉱物集合体としての性質）（１回）（土`山）
６．造岩鉱物各論（珪酸塩鉱物、その他の鉱物）（２回）（平島）
７．火成岩の基本概念（分類、成因、分布）（３回）（平島）
８．変成岩の基本概念（分類、成因、変成帯）（２回）（平島）

 [履修要件]
特になし

 [成績評価の方法・観点及び達成度]
平常点（出席と授業態度：50%）および試験（50%）により総合的に評価する。

 [教科書]
必要に応じてプリントを配布する。
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 [参考書等]
  （参考書）

 [授業外学習（予習・復習）等]
プリントが事前配布されている場合には予習すること。それを踏まえた上で、授業後には講義ノー
トや配布資料を元にして、その要点を復習すること。

（その他（オフィスアワー等））
本講義は基本的に2名のリレー講義で行います。 
積極的な授業参加（学習、質問など）を希望する。オフィスアワーは特には定めないが、講義時間
外に直接 話をしたい場合には研究室を訪ねるか、下記にメールすること。

　　土'山　明（理1号館380号室：atsuchi@kueps.kyoto-u.ac.jp）
　　平島　崇男（理1号館378号室：hirajima@kueps.kyoto-u.ac.jp）

※オフィスアワー実施の有無は、KULASISで確認してください。


